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          令和８年 １月 ３１日 発行              ひらまつの杜 

２月の季節の言葉は「立春」です。まだまだ寒い日が続いていますが暦の上ではも

う春です。立春は、２月に訪れる二十四節気の春が始まる日で、旧歴では一年の

始まりの日でもありました。この日を過ぎてから吹く強風を「春一番」と呼び、お茶摘

みの「夏も近づく八十八夜」は立春から数えて８８日という意味があり、様々な事の

起点になっています。今年度も残りわずかとなりました。友だちとの話し合いの中で

折り合いをつけたり、相手の気持ちを考えたりできる場面も増えています。行事や

活動に主体的に取り組む姿からこの一年の大きな成長を感じます。自信を持って

次のステージに進めるよう支えていきたいと思います。    園長  日髙 節子 

おたんじょうびおめでとうございます！ 
        

たかぎ みう さん      ２さいになります 

  お歌が大好きで、曲が流れると手や体を動かし、楽しそうにしています。 

 

           くろぎ はると さん     ６さいになります 

  虫のことなら僕に任せて！図鑑を見ながら虫のことを追求しています。 

 

 

 

〇発表会 

 「自分たちで作り上げる発表会」を目標に、子どもたちと話し合いを重ね、大道

具も自分たちで作り、セリフも考えながら、本番を迎えました。みんなの気持ちが

たくさん詰まった発表会。たくさんの保護者の皆様に拍手をいただき、それが自

信につながったことと思います。子どもたちへのたくさんの拍手をありがとうござい

ました。 

 

【ひよこ組】 初めての発表会のお友だちもいましたが、 

ドキドキしながらも毎朝歌う歌や絵本に自然と体を動か 

して可愛く表現できていました。 

 

【うさぎ組】 大好きなクレヨンさんになりきり、お名前を 

上手に言うことができました。「さんぽ」のリズムも目の前 

の保護者の皆様に驚きながらも表現していました。 

 

【りす組】 大好きな「ぐりとぐら」の絵本を参考にクッキング 

したことを基に劇を作り上げていきました。自分たちで大道 

具を作ったり、セリフを覚えて楽しそうに演じていました。 

お豆の衣装を着て踊ったリズムも「ビビンビーン！」と声を 

出しながら、元気よく表現していました。 

 

【きりん組年中】「協力することの大切さ」をみんなで考 

えて演じた「さるかに合戦」お友だちと協力しながら悪い 

サルをやっつけました。 ドラキュラと猫の可愛い衣装を 

身に着け「異世界混合大舞踏会」を踊りました。 

 

【きりん組年長】「宇宙戦艦ヤマト」の和太鼓から始ま 

り、一人一人のソロダンスがあるリズム。みんなの楽し 

そうな笑顔が印象的でした。「みんなの木」の劇。毎日 

過ごしている日々の中で、「ありがとう」の気持ちを大切 

にしていきたいという思いを基に、お父さん、お母さんに 

自分の言葉で感謝の気持ちを伝えました。皆さん感動 

していらっしゃいました。 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ２月 行事予定 

１ 日   17 火 サッカー 

２ 月 神社参拝  英会話 18 水 誕生会 

３ 火 節分 19 木 おべんとうの日 

４ 水  20 金 スイミング  職員会 

５ 木 サッカー 21 土 マラソン大会予備日 

６ 金 スイミング 22 日  

７ 土  23 祝 🎌天皇誕生日 

８ 日  24 火 サッカー 

９  月  25 水 避難訓練 

10 火 写真撮影 10：00～ 26 木 制度部会 

11 祝 🎌建国記念の日 27 金 園内研修 

12 木  28 土  

13 金     

14 土 マラソン大会    

15 日     

16 月 神社参拝 身体測定 英会話    

ひらまつの杜 法人理念  「鎮守の森を保育の庭に」 

 ・四季折々の豊かな自然がある環境の中で自然と共に生きる気持ちを大切

に感じる心を育むこと 

 保育理念 「つなぐ」 過去・現在・未来を 

 ・ひとりひとり自分らしさを十分に発揮し、自らの夢や希望を大切にし、希望

をもって夢を実現できる社会を共に創造していく 

 

 

〇あたらしいお友だち 

   ひよこぐみ       こじま ひお    さん 

                とやま ゆづき   さん          

             みんなでなかよくあそびましょうね！ 

〇鏡開き 

 お正月に年神様にお供えしていた鏡餅を下げ、割って

食べる昔からの日本の習慣、「鏡開き」  刃物を使わず

に開き、そのお餅を食べ、年神様の力を分けていただき、

無病息災を願うという昔からの言い伝えです。つきたての

お餅を丸めた時に柔らかかった為、「固い！なかなか割

れんね！」と言いながら、交代交代、みんなで力を合わ

せ、木槌で鏡餅を小さくしました。ヒビが入ってくると、「もう

すぐ割れそうだね！」と嬉しそうな表情をしていた子どもた

ちでした。ぜんざいに入れて美味しくいただきました。 

〇氷が張ったよ！ 

 寒い朝、園庭のお池に氷が張っていました。お池一面に

氷が張っているので、大きな一枚の氷です。手でつついて

みたり、靴で少し押してみたり・・。大きな氷を、手で持ちあ

げようとすると、パリンと割れてしまいました。割れてしまった

ことで、みんなで氷を分けることができました。寒くて手が冷

たく、痛いけど、子どもたちは手に氷を持ちたくて前のめり。

氷を手にすると氷越しに周りのお友だちを見てみたり、氷の

世界を楽しんでいました。 

〇金柑ジャムとライムゼリー 

 園の畑の木に金柑とライムが実をつけました。金柑は鈴なりのよう

に実をつけ、ライムは植えてから３年経ちやっと実をつけました。 

 金柑とライムをきりん組さんが収穫し、金柑はジャムに、ライムは果

汁を使ってゼリーにすることにしました。金柑ジャムは、食パンに塗っ

て給食でいただきました。金柑独特の風味が、とても美味しかったで

す。ライムゼリーも匂いがとてもよく、美味しかったです。 


